
十
月
二
十
七
日(

金)

に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
あ
る
「
三
星
タ
イ
ム
」
の
一
環
と
し
て
、
本
校
恒

例
の
野
外
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
年
生
を
対
象

と
し
た
こ
の
野
外
実
習
は
、
全
国
で
総
合
的
な
学
習

の
時
間
が
実
施
さ
れ
る
以
前
か
ら
本
校
独
自
の
学
校

行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
野
外
実
習
は
郷

土
の
歴
史
・
地
理
や
自
然
に
直
接
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
郷
土
へ
の
関
心
を
深
め
、
観
察
・
実
習
し
た

こ
と
を
自
分
で
ま
と
め
い
く
態
度
や
能
力
を
養
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
実
習
の
た
め
に

計
七
十
ペ
ー
ジ
に
お
よ
ぶ
本
校
職
員
に
よ
る
独
自
の

野
外
実
習
の
し
お
り
を
作
成
し
、
し
お
り
に
基
づ
い

て
入
念
な
事
前
学
習
も
「
三
星
タ
イ
ム
」
で
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
す
が
す
が
し
い
天
気
の
中
、

本
校
西
駐
車
場
に
集
合
し
た
一
年
生
は
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
バ
ス
に
分
乗
し
、
一
組
か
ら
四
組
ま
で
の
北
回

り
班
と
五
組
か
ら
八
組
ま
で
の
南
回
り
班
の
大
き
く

２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
見
学
し
ま
し
た
。

北
回
り
班
を
例
に
コ
ー
ス
説
明
を
し
ま
す
と
、
鹿

屋
高
校
を
出
発
し
、
笠
野
原
台
地
の
畑
作
地
帯
を
通

過
し
な
が
ら
、
車
内
で
シ
ラ
ス
台
地
と
闘
っ
た
住
民

の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
飲
み
水
や
灌
漑
な
ど
水
と

の
関
わ
り
の
証
の
一
つ
と
し

て
、
最
初
の
見
学
場
所
は
、
旧
串
良
町
所
在
の
県
指

定
文
化
財
「
土
持
堀
の
深
井
戸
」
で
し
た
。
深
さ
六

十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
掘
削
を
行
っ
て
井
戸
水
を
確
保

し
た
話
や
水
の
く
み
上
げ
に
人
力
だ
け
で
な
く
牛
の

力
も
利
用
し
た
話
を
生
徒
は
興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
和
公
園
を
通
過
し
、
東

串
良
町
の
唐
仁
古
墳
群
に
向
か
い
ま
し
た
。
西
都
原

古
墳
群
に
次
ぐ
、
南
九
州
有
数
の
古
墳
群
で
あ
る
唐

仁
古
墳
で
は
、
実
際
に
最
大
の
前
方
後
円
墳
の
第
一

号
墳
に
登
り
、
そ
の
規
模
か
ら
、
当
時
の
志
布
志
湾

岸
を
支
配
し
て
い
た
古
墳
時
代
の
大
隅
の
リ
ー
ダ
ー

の
技
術
力
・
経
済
力
を
実
感
し
ま
し
た
。
同
様
に
近

隣
に
所
在
す
る
肝
付
町
の
塚
崎
古
墳
群
や
歴
史
民
俗

資
料
館
を
見
学
し
、
実
際
の
遺
物
・
資
料
に
接
し
、

日
常
の
学
校
の
授
業
で
は
味
わ
え
な
い
経
験
が
で
き

ま
し
た
。
石
油
備
蓄
基
地
を
眼
前
に
臨
む
柏
原
海
岸

で
、
逆
ル
ー
ト
で
見
学
し
て
い
た
南
回
り
班
と
合
流

し
、
昼
食
を
と
っ
た
後
、
午
後
は
中
世
に
肝
付
氏
の

。

、

居
城
で
あ
っ
た
高
山
城
へ
向
か
い
ま
し
た

生
徒
は

大
阪
城
や
名
古
屋
城
な
ど
の
よ
う
な
白
亜
の
天
守
閣

の
あ
る
城
を
想
像
し
て
い
た
ら
し
く
、
木
の
生
い
茂

っ
た
森
の
一
角
を
高
山
城
と
説
明
を
受
け
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
城
を
登
っ
て
い
く
に
し
た
が
っ
て

自
然
の
山
で
は
な
く
、
人
工
の
堅
固
な
要
害
で
あ
っ

た
こ
と
を
実
見
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
最
後
に
肝
付

町
の
嶽
橋
採
石
場
で
、
砂
岩
と
頁
岩
の
互
層
の
雄
大

な
露
頭
を
観
察
し
ま
し
た
。
堆
積
岩
で
あ
り
な
が
ら

一
つ
も
化
石
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
付

近
が
か
つ
て
海
底
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
さ
れ
る

、

。

と

自
然
の
刻
む
悠
久
の
営
み
に
感
慨
深
げ
で
し
た

わ
ず
か
一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
周
辺
が
本

当
に
豊
か
な
自
然
・
文
化
に
囲
ま
れ
た
環
境
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
意
義
深
い
野
外
実
習
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

十
月
二
十
日
（
金
）
一
年
・
二
年
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
後
生
徒
・
保
護
者
を
前
に
、
足
立

大
樹
氏
に
よ
る
「
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
て
」
と

い
う
演
題
で
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。

一
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
，
生
徒
の
成
績
結
果
と
携
帯
利

用
時
間
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
の
学
年
主
任
の
興

。

、

味
深
い
分
析
が
な
さ
れ
ま
し
た

二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は

目
前
に
迫
っ
た
修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
注
意
や
学
校

生
活
に
つ
い
て
の
現
状
報
告
等
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

進
路
講
演
会
で
は
、
自
分
の
失
敗
例
を
あ
げ
な
が

ら
、
具
体
的
に
勉
強
の
仕
方
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

い
話
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
知
識
を
「
憶
え
る
」
よ

り
「
使
う
（
考
え
る

」
力
が
必
要
で
あ
り
、
基
本

）

は
何
よ
り
学
校
だ
、
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。生

徒
・
保
護
者
に
と
っ
て
、
一
つ
で
も
参
考
に
な

る
こ
と
が
あ
り
、
今
後
の
生
活
に
生
か
さ
れ
れ
ば
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
進
路
講
演
会
の
後
、
学
級
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
続
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
出
願
が
十
月
二

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
校
の
三
年
生
は
、

三
百
十
三
名
が
出
願
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
過

去
十
年
の
中
で
最
も
高
い
出
願
率
で
す
。
セ
ン

タ
ー
試
験
ま
で
残
り
一
〇
六
日
と
な
っ
た
十
月

六
日
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
へ
向
け
て
出
願
式
を
行
い
、
達

磨
の
目
に
墨
を
入
れ
て
、
進
学
・
就
職
全
て
の

合
格
を
祈
願
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
進
路
指
導
部

か
ら
達
磨
の
起
源
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、
各

ク
ラ
ス
の
代
表
が
全
員
の
合
格
を
祈
願
し
な
が

ら
達
磨
の
左
目
に
墨
を
入
れ
ま
し
た
。
次
に
、

男
女
一
名
ず
つ
今
後
の
学
習
に
つ
い
て
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
名
の
先
生
か

ら
自
ら
の
体
験
を
踏
ま
え
た
生
徒
へ
向
け
た
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。
学
年
主
任
の
先
生
か
ら
今

後
の
学
習
に
向
け
て
の
注
意
の
後
、
最
後
は
、

体
育
祭
の
応
援
団
長
と
先
生
方
の
掛
け
声
に
合

わ
せ
て
、
学
年
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
負
け
る

な
勝
て

勢
」
と
気
合
を
入
れ
な
お
し
て
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
年
生
の
担
任
・

副
担
任
の
先
生
方
を
中
心
に
達
磨
の
も
う
片
方

の
目
に
墨
を
入
れ
て
全
員
の
進
路
目
標
の
達
成

を
祈
願
し
ま
し
た
。
現
在
、
達
磨
は
進
路
指
導

室
で
三
年
生
の
努
力
を
見
守
っ
て
い
ま
す
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一
年
生
野
外
実
習

郷
土
を
知
る
ー

セ
ン
タ
ー
出
願
式

学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
進
路
講
演
会

実際の民俗資料に触れて郷

土の歴史を実感！



十
月
二
日
（
月
）
～
六
日
（
金
）
の
五
日
間
、
美

化
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
生

徒
の
健
康
、
安
全
、
良
質
な
教
育
環
境
の
確
保
と
維

持
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で

す
。
ご
み
の
処
理
、
教
室
や
廊
下
の
整
理
具
合
、
掲

示
物
等
十
項
目
を
採
点
項
目
と
し
て
い
ま
す
。
厚
生

委
員
が
審
査
す
る
中
で
今
回
三
位
ま
で
に
二
年
生
の

二
ク
ラ
ス
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
を

と
お
し
て
、
各
自
で
身
の

回
り
の
整
理
・
整
頓
に
努

め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

十
月
十
二
日
（
木
）
中
間
考
査
が
終
了
し
，
テ
ス

ト
疲
れ
の
中
，
二
年
生
に
よ
る
奉
仕
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
昼
過
ぎ
か
ら
気
温
が
上
が
り
少
し
汗
ば
む
中
，

本
校
を
中
心
に
し
て
市
役
所
前
・
朝
日
町
・
寿
方
面

と
手
分
け
し
て
ご
み
拾
い
や
除
草
作
業
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て
は
，
市
民
の
方
か
ら
感
謝

の
言
葉
も
い
た
だ
き
，
心
地
よ
い
汗
を
か
い
た
活
動

に
な
り
ま
し
た
。

十
月
十
三
日
（
金
）
全
ク
ラ
ス
で
「
校
内
一
斉
読

」

。

「

」

書

が
実
施
さ
れ
ま
し
た

村
上
龍

ポ
ス
ト
マ
ン

と
フ
ラ
ン
ク
・
パ
ヴ
ロ
フ
「
茶
色
の
朝
」
を
放
送
部

が
文
字
で
言
い
表
せ
な
い
著
者
の
『
想
い
』
を
校
内

放
送
で
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

※
「
ポ
ス
ト
マ
ン
」
の
感
想
（
二
年
女
子
）

戦
争
に
よ
る
悲
し
み
、
事
故
に
よ
る
悲
し
み
、
大

切
な
人
を
想
う
気
持
ち
、
ポ
ス
ト
マ
ン
は
と
て
も
大

事
に
た
く
さ
ん
の
手
紙
、
人
々
の
様
々
な
想
い
を
持

。

。

、

っ
て
い
ま
し
た

と
て
も
重
い
と
思
い
ま
す

人
は

人
か
ら
人
へ
と
様
々
な
想
い
を
伝
え
な
が
ら
生
き
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

※
「
茶
色
の
朝
」
の
感
想
（
二
年
女
子
）

法
の
大
き
さ
、
そ
れ
故
の
罪
っ
て
あ
る
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
人
間
は
何
か
あ
る
時
自
分
を
正
当
化
す

る
た
め
に
、
法
や
規
則
、
約
束
を
口
に
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
に
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
安
堵
す
る
の
で

す
が
、
そ
の
法
は
他
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
安
堵
し
た
主
人
公
は
、

注
意
を
怠
り
す
ぎ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
忙
し
く
あ
っ

て
も
面
倒
臭
く
て
も
動
か
な
い
者
に
は
そ
れ
を
嘆
く

い
わ
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
集
団
読
書
に
つ
い
て
の
感
想

視
覚
と
聴
覚
か
ら
な
る
一
斉
読
書
は
、
本
の
世
界

に
入
り
や
す
く
、
読
み
手
か
ら
与
え
ら
れ
る
そ
の
本

独
特
の
雰
囲
気
が
膨
張
し
て
感
動
と
し
て
残
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
ク
ラ
ス
や
学
校
の
み
ん
な
が
共
有
し

あ
え
る
場
と
し
て
貴
重
な
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い
。

・
書
道
部
ー
第
４
３
回
南
日
本
硬
筆
展
奨
励
賞

・
水
泳
部
ー
県
新
人
大
会
女
子
５
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

第
２
位
，
同
男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
第
２
位
，
同

男
子
２
０
０
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
３
位

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
ー
地
区
秋
季
大
会
１
年
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
個
人
第
１
位
，
同
女
子
団
体
１
位
，
同

共
通
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
第
１
位
，
同
共
通
男
子
ダ

ブ
ル
ス
第
１
位
、
県
新
人
大
会
１
年
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
第
１
位
、
同
１
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
第
３
位

・
柔
道
部
ー
地
区
秋
季
大
会
個
人
６
０
ｋ
ｇ
級
１
位

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
ー
地
区
新
人
大
会
男
子
第
１
位

・
陸
上
部
ー
県
新
人
大
会
男
子
走
り
高
跳
び
第
３
位

・
ボ
ー
ト
部
ー
県
新
人
大
会
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
第

１
位
、
同
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
第
３
位
、
同
女

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
第
１
位
、
同
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

カ
ル
第
１
位
・
第
２
位

※今年の２年生（６０期生）の修学旅行の

行き先も東南アジア方面になります。

写真からみた鹿屋高校「今・昔」
ー修学旅行ー
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毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

１１月の主な行事

１
日
（
水
）
～
６
日
（
月
）

「
地
域
が
育
む
県
民
週
間
」

先
輩
に
よ
る
三
星
塾

２
日
（
木
）

７
日
（
火
）
～
１
１
日
（
土
）

２
年
生
修
学
旅
行

１
０
日
（
金
）

３
年
生
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

１
６
日
（
木
）
芸
術
鑑
賞
会

１
７
日
（
金
）
３
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

２
２
日
（
水
）

公
開
授
業

英
語
公
開
授
業

２
４
日
（
金
）

美
化
コ
ン
ク
ー
ル

秋
の
静
か
な
時
間
を

集
団
読
書

秋
季
大
会
報
告

二
年
生
奉
仕
作
業

学校周辺がきれいにな

りました。

昭和30年

(関東方面へ)

平成10年

(東南アジア方面へ)


